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裁 決 書

㎜･ ご
審査躋求人㎜

福島県福島市五老内町３ － １
処　分　庁　福島市福祉事務所長

上記審査請求人から、平成２２年４月２１日付けで提起のあったよ記処分庁の保護変更
決定処分に係る審査請求について、次のとおり裁決する。　　　　　　十

本件審査請求を認容する。
本件保護変更決定処分を取消す。

主

理

文

由

第１　審査請求の趣旨及び理由　　　･．･･　．・　　．･　･･．･．　・・　　　　　　･･
審査請求人（以下「請求人」という．）は、平成２２年２月２４日付けで処分庁が
請求人に対して行っ･た保護変更決定処分（以下、「本件処分」という．）の取消しと、
一時扶助費（移送費）の全額を支払うよう求めているが、その理由とするとこ卜ろは次

犬 のとおりである．　∧　　　　　‥ ‥‥　‥　 ‥‥・　　　　　　　　卜　．

か

第 ２　 処 分 庁 の 弁 明 ＼　　　　　　　　　　　　 二　　　　　 犬　　　　　　　　 〉、　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　Ｉ
’ 処 分 庁 の 弁 明 の趣 旨 は 、 本 件 請 求 の棄 却 を 求 め 、 そ の理 由 と す る と こ ろ は 次 め とお

＼ り で あ る．･　　　　　　　　　　　　　　　 ．･　　　　　　　　　 十　　　　 ＼

１　 請 求 人 に 対.し 忿 は 、 保護 申齟 時 に は 冊 子 「生 活 保 護 のあ ら ま し」 に 基 づ き 、 保 護 決

定 時 の 訪 問 め 際 に は 、 生 活 保 護を 受 け る上 々（?）権 利 ・義 務 に つ い て の 冊 子 「生活 保 護

を 受 け て い る 皆 さ ん へ 」 を 手 渡 し た 上 で 、 届 出 の義 務 に つ い て も説 明 し て い る．、

２　 今 回 の 医療 移 送 費 の 申 請 に 関 し て は 、 請 求 人 が 申 請 を 怠 っ た も ので あ り 、 葮 低 生活

１　 費 の遡 及 変 更 は 、 生 活 保 護 手 帳 別 冊 問 答 集 問 ４ ４ ７、 福 島 県 保健 福 祉 部 生活 福 祉 領 域

生 活 保 護 問 答 集 問7-2  5 に お い 七 も 、 ２ 沁月 程 度 と さ れ て い る．、　　　　　　 卜
３　 今 回 の 医 療 移 送 費 の 支 給 は 、 そ れ ら に 基 づ き 、 申請 が あ っ た 時 点 で 遡 及 可 能 な １ ２

¶　　　　　　　　　
．　 ．　　　　　　　．　　■　　　・　１月 分 ま で 遡 及 し 、 支 給 し た も の で あ る．



I第 ３　 認 定 事 実 及 び 判 断　　　　 ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、| ．

ｉ　 認 定 事 実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.･･...･　　　 ・.
■　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　・

‥　　
誚 求 人 か ら 提 出 さ れ た 審 査 請 求 書 、 処 分 庁 か ら 提 出 さ れ た 弁 明 書 及 び 本 件 処 分 に 関

す る 書 類 か ら 、 次 の 事 実 が 認 め ら れ る
Ｏ　　　　　

犬　　　　　　　　　　　　　 卜
な お 、処 分 庁 か ら 提 出 さ れ た 弁 丿明 書 に 対 し 、請 求 人 か ら 反 論 書 は 提 出 さ れ な か っ た ．
●　　　　　　　　　　　　　　●･Ｉ　　　　．　　　・　　　　・　　　　｜　　　　　　　　｜・　　・ ・　　　　　ｌ

(1匚 請求人は、 け々処分庁に保護申請のうえ、保護が開始とな
つた。処分庁は、保護申請時及び保護開始時に、冊子を用い、生活保護制度におけ･･
る権利・義務について諳求人に対し説明を行った。 コ

（2） 請求人は 下 、

l㎜ 病院 」 とい う
Ｏ
）` に 入 院 し 、 以 降 、 入 退 院 を 繰 り返 し て い たJ なお √ こ れ 以

前 に 兔㎜ 病 院 に入 退 院 し て い る． ま た 、 請 求 人 は 、皿 病 院 と は別 に ㎜

㎜･ 「以 下
ヽ
八 四 岐 ふ 科 」 とい うｉ ） に も通 院 し て お り 、 こ れ ら ２ 医 療機

関 へ の 通 院 時 に 、 請 求 人 は 一 部 又 は 全 部 の 行 程 に お い て タ クシ ー を利 用 し て い た．
丶　¶　　　　　■　　　　　　　㎜

請 求 人 か ら処 分 庁 へ 提 出 され た 移 送 費 申 請 書 に よ る と、 各 月 の タ ク シ ー利 用 に よ る レ

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　Ｉ　　　　　　・運 賃 の 合 計 額 は 以 下 め とお り で あ っ た．　　 い　　 ∠　　　　　　　　 上

I㎜ 丹 分(10,･　 ７ ３ ０ 円 ）･　　　　　　　　　　　　　 十　　　　　　 ∠

■　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶
／１ 月 分(18, 6  10 円 ）十　　　･ ．　 〉　　 ．･　 ∧

’･　　　　皿 月 分 （. β、1 ｀6 0,円 ） ご　　　　　　　　　　 、.

㎜ 爿 分 （２ 0,  0  10 円 ）
ト　　　　　　　　　　 レ　　　　　　 ◇

･㎜. 月分（!.7 ，
（3） 処分庁は=、皿 病院に対し、
以降の移送に係る給付要否意見書

018 0 円）．
け で 、

見積書）を送付した。
(4) ㎜ 、 処 分 庁 は 、皿 病 瞬 か ら タ ク シ ー に よ る 移 送 の 給 付 が 必 要 で あ

る 旨 の 意 見 書 が 返 送 さ れ た た め 、 こ れ を 受 領 し た ．

㎜　　■　　　　Ｉ　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 メ　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　
、

(5) に 、 処 分 庁 は 、 移 送 の 給 付 の 適 否 に つ い て 、 処 分 庁 嘱 託 医 に 意 見

を 求 め 、 嘱 託 医 は こ れ を 承 認 す べ 貪 で あ る 判 断 を 行 っ た 。　　　J　･･.･. ・　　　　.･.

(6) に、処分庁鴎、(2)の移送費申請書のうち㎜･ 月分か
り㎜ 月 分 の 移 送 費 申 請 書 が 郵 送 に て 届い た た め こ れ を 受 理 し た が 、 同

自、 請 求 人 に対 し 電 駟 に 弋㎜ 由 分 か ら
ー､

月 分 につ い て は、II

遡及 し て 支 給 す る’こ と は で き ない 旨説 明 し た ．　　　　 ∧　　　　　 ／　　 ＼　 卜

（7）-- に 、 処 分 庁 ぱ 、（2）の移 送 費 申 請 書 の うち四 月 分 の移 送

費 申 請 書 を 受 理 し た （請 求 人 が 持 参 し た も の で あ るか 郵送 し た も め で あ る か は 不 明

で あ る） ．ﾌ…　…、　　　　　　　　　　　 犬　　　　 ＼　　　　　　　.･

（8） 同 年 同 月 ２ ４ 日 付 け で 、 蝸 分 庁 は 、（2）の移 送 費 申誚 書 に 基 づ き 、㎜

… ……月 分 及 び ㎜ 月 分 め 通 院 移 送 費 合 計 ３ ７， ０ ９ ０ 円を 支 給 す る 旨 め本 件 蝸

分 を 決 定 し 、 請 求 人 に 通 知 し た ．　．　･･･．･･　　　 ．　．･･．　　　　 Ｊ　　　　　　　　
Ｉ　･■

Ｉ　　　　　・　　・ ｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２　 判 断　　　 ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

（1） ま ず 、 通 院 に係 る 移 送 費 （以 下 、 「移 送 費 」 とい う． ） の生 活 保 護 制 度 にお け る

∧ 位 置 付 け で あ る が 、づ 生 活 保 護 法 に よ る 医 療 扶 助 運 営 要 領 につ い て 」 （昭 和 ３ ６年

９月3 0,1ﾗﾖ| 付 け 社 発 第 ７ ２ ７号 厚 生省 社 会 局 長 通 知 ） に よ る と 、 第3-9  -(1) に お

体



い て 、 「移 送 の 給 付 に つ い て は 、 個 別 に そ の 内 容 を 審 査 し 、 （中 略 ） 給 付 を 行 う も

め と す る 」1と さ れ 、そ の 手 続=き に つ い て は √ 同（3）－ デ に お い て 、福 祉 事 務 所 は 、 「妛

保 護 者 に 対 し 、 移 送 の 給 付 に つ い て 、 そ り 内 容 と 原 則 と し て 事 前 の 申 請 や 領 収 書 等

の 提 出 が 必 要 で あ る こ と を 周 知 す る こ と 」 が 必 要 で あ る と さ れ て い る ．

さ ら に 、 同（3ト イ に お い て 、 福 祉 事 務 所 は 、 「被 保 護 者 か ら 申 請 が あ っ た 場 合 、

給 付 要 否 意 見 書 （移 送 ） に よ り 主 治 医 の 意 見 を 確 認 す る と と も に 、 そ の 内 容 に 関 す
．　　　　　●　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　｜゜　　　　　　　　 １　　 ●　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、る 嘱 託 医 協 議 及 び 必 要 に 応 じ て 検 診 命 令 を 行 い 、 福 祉 事 務 所 に お い て 必 要 性 を 判 断

し 、 給 付 め 対 象 と な る 医 療 機 関 、 受 診 日 数 の 程 度 、 経 路 及 び 利 用 す る 交 通 機 関 を 適

’正 に 決 定 す る こ と 」 と さ れ て お り 、 原 則 と し て 、 こ れ ち の 手 続 き を 経 た ま で 移 送 の

給 付 が 行 わ れ て い る ．　　　　　　　　　　　　　　　 二　　 卜　　 ／　 ∧

（2） こ､れ を 本 件 に お い て み る と 、　　　 二　　　 ． ．･･ ．･　 ．･． ．　　　　　 ・
・ ．・

ア　請求人は、審査請求書において、
／ 主 張 し て い る 。 こ れ に 対 し 処 分 庁 は √ 弁 明 書l とお い て 、 移 送 費 の 申 請 方 法 の 説 明

時 に 、 当 該 月 の 終 了 後 、 速 や か に 申 請 書 を 提 出 す る よ う説 明 し て い る 旨 主 張 し て
■　　　Ｉ　　　　Ｉ　●　　　　　　　　。

お り 、 双 方 の 主 張 に は 争 い が あ る 。

こ の 点 に つ い て 検 討 す る た め 。 処 分 庁 か ら 提 出 の あ っ た ヶ － ス 記 録 を 確 認 し た

と こ ろ 、 移 送 費 の 申 請 方 法 に つ い で 説 明 を 行 う た 旨 の 記 載 は 全 く 見 当 た≒ら な か っ

た 。 卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △　　　　　　　　　　 … ……
、ま た 、 上 記 認 定 事 実（湘 こお い て 、皿 鴇 院 に 対 し 、 タ ク シ ー に よ る 移 送 に 係 る

■　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・給 付 要 否 意 見 書 を 送 付 し 、 主 治 医 の 意 見 を 求 め て い る こ ど か 蝠 給 付 手 続 き が 周

知 さ れ た こ と に よ り 、 請 求 人 か ら 移 送 に 係 る 保 護 変 更 申 請 が あ っ た こ と は 推 定 で
丶　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　I ㎜

き る が 、 処 分 庁 が 、 請 求 人 に 対 し4 領 収 書 を 添 付 し た 移 送 費 申 請 書 を 速 や か に 提

出 す る よ う 周 知 し た と 認 め る に 足 る 記 録 は な く 、ノ当 庁 は 、 処 分 庁 の ま 張 を 採 用‘す

る こ と は で き な い 。　　　　　　　 ・　　　　　 よ　　　　　　　　　 ＼

イ　 と こ で 、 移 送 費 に つ い て 、 ２ ヵ 月 以 内 に 領 収 書 を 添 付 し た 移 送 費 申 請 書 の 提 出

が な け れ ば 、 請 求 人 が 申 請 を 怠 う た と し て 、 「‘生 活 保 護 向 答 集 に つ い て 」 气 平 成

２ １ 年3 と月､3 ユ 日 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 保 護 課 長 事 務 連 絡 。 以 下 、 問 答 集 と い
１　　　　　　　■　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　 、

＼ う。 ） 問1 j3 ・一一 ２し（処 分 庁 が 弁 明 書 に お い で 示 し た 番 号 は 以 前 の も の で あ る 。 ）

に 基 づ き 支 給 が で き な い 旨 、 処 分 庁 が 主 張 し て い る こ と に つ い て 判 断 す る 。 。

問 答 集 問 Ｉ Ｓ － ３ は 、 生 活 保 護 費 の 遡 及 支 給 の 限 度 叫 つ い て 述 べ て い る も の で

あ る が 、ｿ ご れ に よ る と 、･ 「 最 低 生 活 費 の 遡 及 変 更 は ２ か 月 程=度 （発 見 月 及 び そ の

∧ 前 月 分 乗･マ ） と 考 え る ぺ き 」 で あ る と さ れ て い る 。 そ の 理 由 は 、 「二一旦 決 定 さ れ

た 行 政 処 分 を い つ ま で も 不 確 定 に し て お く こ と は 妥 当 で ば な い 」 た め 及 び 「行 政

処 分 に つ い て 不 服 申 立 期 間 が 一 般 に ６ ０ 日 間 と さ れ て い る 」 た め で あ る と` さ れ て

十い るj　 卜　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　 犬　　　　　　　 卜

し か し 、 当 該 問 答 は 、 福 祉 事 務 所 が 、 被 保 護 者 の 保 護 変 更 申 請 に 基 づ き 、 既 に
●　　　・　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　Ｉ　　・

支 給 が 必 要 で あ る と 明 ら か に 把 握 し て い る も の につ い て ま で 、 ２ か 月 程 度 を 限 度

と し て 最 低 生 活 費 を 支 給 し な ぐ て も よ い も の で あ る と は 解 釈 で き な い 。な ぜ な ち 、

／こ の よ う な 解 釈 を 認 め れ ば 、 例 え ば 、 福 祉 事 務 所 が 被 保 護 者 に 対 し 生 活 保 護 制 度

に お げ る 各 種 扶 助 の 内 容･に つ い て 説 明 を 行 わ ず 、 い た ず ら に ２ か 月 経 過 す る の を

Ｇ



待 つ 、 とい っ た 対応 を 容 認 す る こ と に ほ か な らず 、漏 給 防 止 の 貅 点 か ら 容 認 で き
■　■･　　　　　　　　　　　　　　　 １

な い た めで あ る。　　　づ　　　　　　　　　　 厂　 ’　　　　　　　 ヅ　　 ト

ウ　 処 分 庁 は 、 請 求人 に 対 す る 移 送 の 給 付 が 妥 当 で あ る と の 主治 医及 び 処 分 庁 嘱 託

し 医 か ら の意 見 を 得 て い る こ と か ら、 請 求 人 に 対 し タ クシ ー 移 送 を 給 付 す べ き ヤ あ

る こ とを 把 糲 し て い た 、 さ ら にレ ケ ー冫 記ヽ 絛 に よれ ば 、
－ 病 院 か ら請 求 人 の入

厂退 院 日 の 情 報 を 聴 取 し て い た に も か か わ らず 、 領 収書 を 添 付 し た 移 送 費 申 請 書 の

提 出 を 促 し た 事 実 も な く 、 こ れ ら の こ とか ら 、 処 分庁 の 主 張 は 採 用 で き ない 。

エ　 上 記 の とお り判 断 す れ ば 、 請 求 人 の移 送 費 の 請 求 は 、 地 方 自治 法 （昭 和 ２ ２ 年

法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ６ 条 に 基 づ き 、 金 銭 債 権 の消滅 時 効 で あ る ５年 を 経 過 し て

二い ない こ と か ら、 当 該 移 送 費 の 請 求 は認 め ら れ る べ き で あ る。≒　 ／　　　　 卜

以上より、本件処分に係る請求人の主張には理由があると認め、行政不服審査法（昭

和３７甼法律第１りＯ号）第f10 条第２項にぶり主文のとおり裁決する。　　 ’

平成２３年６月１日

福島県知事　佐藤　雄平

（教示 ）　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　 口　 ，
こ の裁決 に不服 がある とき は，’こ の裁決 のあった ことを知った 日の翌日か ら起算･し

て ３ ０日以 内 に厚 生労働 大臣に再審 査請 求をす るJこ とができ るＯ　･‘ -･. -I　　･.・　　,-･

6 9･ ，



げ

○
　
　
　
＜
　
ご
　
＼
　
上
上
Ｏ

………
〈
……
…
……

…＼
膕
顯
〈
…
…
…
………
……

士
」〈土

卜

…

…
…
…
…
…
…
……
…胆
髄
　
　

…
…
…
……
卜
…
…
……


